
株式会社Ciamoは、⼤学発のバイオベンチャーです。
独⾃で分離してきた光合成細菌による特許技術を活⽤して

⿂類の免疫⼒を⾼め、⽣産性を向上させます。

微⽣物の⼒で世界をもっとしあわせに。
Bring more happiness with the power of microorganisms.

海の光合成細菌で
持続可能な⽔産養殖を⽀えます。

・・・・・・・

成⻑の促進 病気の抑制

※海の光合成細菌を１週間投与(餌に0.1％添加)
した後、感染試験を実施。
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病原性ビブリオ菌への感染試験

※クルマエビ（約 0.01 g）を２つの200トン⽔槽に1,000尾
ずつ⼊れて試験を実施。飼育期間：72⽇間

クルマエビに病原性ビブリオ菌を
感染させた結果、抵抗性の向上が
確認されました。

（実施機関：崇城⼤学）

海の光合成細菌を与えることで、
クルマエビの成⻑促進効果および
⽣存率の向上が確認されました。

（実施機関：株式会社海⽼の宮川様）

光合成細菌を与えていないエビ

光合成細菌を与えたエビ

（特許第6980226号）

ポスター1枚⽬（B案）



世界初！海の光合成細菌を活⽤した⽔産養殖への利⽤（特許第6980226号）
〜微⽣物を活⽤して養殖⿂の免疫⼒向上と成⻑促進〜

光合成細菌とは？
光合成細菌（紅⾊⾮硫⻩細菌）は、硫化⽔素やアンモニアを分解したり、※窒素固定を⾏う
ことから農業や畜産業、⽔質浄化などで幅広く利⽤されています。⼤きく淡⽔性と海産性の
２種類に分類されており、淡⽔性の光合成細菌が⼀般的に利⽤されています。
※窒素固定とは、空気中の窒素から天然の窒素肥料を作り出すこと。

⽔産養殖への利⽤実績 ▷▷▷クルマエビ

海の光合成細菌

① 免疫⼒を⾼める
クルマエビの⾃然免疫に関わる遺伝⼦が⾼まる
（次世代シーケンサーによる遺伝⼦発現解析）

② ⽣残率の向上
養殖エビの歩留まり(⽣残率)が

約10ポイント(60% → 70%〜80%)向上する
③ 体重増加 ④ エサの消費効率の向上 ⑤ 病気に強くなる

クルマエビへの効果
クルマエビ（約 0.01 g）を２つの200トン⽔槽に
1,000尾ずつ⼊れた。飼育期間：137⽇間
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光合成細菌なし 光合成細菌あり

光合成細菌を与えていないエビ

養殖初期の段階が⽣産性向上に有効
〜稚エビへの海産性光合成細菌投与実験〜

淡⽔性＜海産性の光合成細菌の⽅が
⽣産性、免疫⼒の向上において⾼い効果を⽰します！

光合成細菌なし
あり

※海産性光合成細菌を１週間投与後、感染試験を実施。
⽣きた光合成細菌を餌に0.1％添加
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病原性ビブリオ菌への感染試験の結果
クルマエビの病原性ビブリオ菌に対する抵抗性の向上
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稚エビ池⼊れ
体重：0.01g

光合成細菌
3ヶ⽉間１週間に１回流し込む

出荷

クルマエビ飼育スケジュール（冬エビの場合）
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光合成細菌を与えたエビ

販売元：⼩⻄安株式会社 〒103-0023 東京都中央区⽇本橋本町⼆丁⽬6番3号
TEL   03-3661-3121 MAIL  t-ohneda@konishiyasu.com（担当：⼤根⽥・安藤）

製造元：株式会社Ciamo 〒860-0082 熊本県熊本市⻄区池⽥4-22-1 MAIL  info@ciamo.co.jp

Q. なぜ、⽣産性が向上し、病気が抑制されるのか!?

⿂の体内にウイルスや病原菌が⼊ってくると、⽣まれ
つき持っている免疫反応（⾃然免疫）でウイルスや細
菌などを攻撃します。光合成細菌を与えることで⾃然
免疫が⾼まり、病気に強い⿂を育てます。

↑
↑

↑

A.理由は、⿂の⾃然免疫系にあります。

病害抵抗性遺伝⼦（⾃然免疫）


